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Records of Peridroma saucia (HÜBNER) from Mt. Rokkosan, Kobe City and 
Adjascent Regions, with Notes on the Identification, Distribution 
and Behaviors of the Species. 


Kazuo WATANABE 


大 和田 (1977) は , 渦 世 界 的 分 布 を 示し な が ら 東 アジ ア か ら 正 確 な 記録 を 欠い て いた ニセ タマ ナヤ 
X Peridroma saucia %, ネパール , 台湾 か ら 記 録 し , あわ せ て , これ か 1976 年 か ら 1977 年 に か 
け て 大 阪 府下 で も 4 頭 採集 さき れ た こと を 報告 し て , 今後 の 分 布 動 態 へ の 注意 を 喚起 し た . CORA 
iX, 1976~1978 年 の 採集 品 に も ゃ と ずい て , 滋賀 県 比 散 山 と 和歌 山県 那智 勝浦 町 CR, 1978), 徳島 
県 剣山 (増井 , 1978), 岡山 県 倉敷 市 (宇野 , 1978) で それ ぞ れ 1 頭 ず つ 記 録 さ れ , さら に , 1978 年 
夏 こ に は, 四国 の 5 産地 か ら 24 頭 が 記録 され た (増井 , 1979). 

筆者 は , 1977 年 7 月 以来 , 六甲 山上 の 茶店 で 燈火 に 飛来 する 峨 類 の 採集 を 続け て いる が , 現在 まで 
に , 同行 の 緒方 正美 博士 と 共に 51 頭 の 本 種 を 採集 し て いる の で , これ まで の 採集 経過 と , 個体 変異 
に 関す る 知見 を 報告 する . さら に , 多く の 方 々 の ご 好意 で 筆者 の 手もと に 集まっ た 日 本 お よび 東 ア ジ 
アァ の 採集 記録 を , これ ら の 知見 た に 基づい て 整理 , 報告 し あわ せ て , この 興味 深い 種 を めぐ る 諸 問 題 
を 総括 的 に と り 上 げ , 今後 の 本 種 の 動態 観察 の 資料 と し た い . 

先 に 進む に あたり , 常 日 頃 貴重 な ご 示唆 ご 教示 を 賜わり , 文献 閲覧 に も 全面 的 ご 援助 を 頂い た 緒方 
正美 博士 と 田中 著 氏 , 資料 を ご 提供 下さ り 自 由 な 使用 を 許さ れ た 宇野 弘之 , 河上 友 三 , BH, BS 
A, 木下 総一郎 , 高橋 清 英 , 田中 政行 , 遠山 雅夫 , MARE, 的 場 績 の 諸氏 な ら び に , XGRENCHEN 
を 賜っ た 国立 科学 博物 館 の 大 和田 守 氏 , 東北 農業 試験 場 の 奥 俊夫 障 士 , 甲南 大 学 の 加藤 勝 教授 , 東京 
都 の 杉 繁 郎 氏 , 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 の 日 浦 勇 氏 , に 厚く お 礼 中 し 上 げ る . また 六甲 山上 ヘタ サン 食 
堂 (サン ・ 神 戸 ) の 上 田 美代子 さん は いつ も 採集 に ご 便 家 を 計っ て 下さ っ た . 心から 感謝 し た い . 








Peridroma saucia (HUBNER, 1808) 


Noctua saucia HÜBNER [1803-08]; Samml. eur. Schmett. 4: pl. 81, Fig. 378. 

Noctua margaritosa HAworTH, 1809; Lep. Br. p. 218. 

Agrotis saucia HUBN.: LEEcB, 1900, Lepidoptera Heterocera from North China, Japan and Corea, 
part 3, Trans. ent. Soc. Lond., 1900: 27. 

Lycophotia margaritosa HAW.: HAMPSON, 1903, Cat. Lep. Phal. Brit. Mus., 4: 536. 

Rhyacia saucia HUBN.: WARREN, 1912, Die Gross-Schmetterlinge der Indo-Australischen Faunen- 
gebietes. XI Band: Eulenartige Nachtfalter, in SErrz, Die Gross-Schmetterlinge der Erde, p. 61; 
CORTI et DRAUDT, 1933, Die Palaearktischen eulenartigen Nachtfalter. Suppl, in Seirz, Die 
Gross-Schmetterlinge der Erde. Suppl. zu Band 3, p. 72. 

Peridroma saucia HUBN.: HOLLAND, 1922, The Moth Book, p. 182; EDELSTEIN, 1939, in SourH, The 
Moth of British Isles, p. 212, pl. 104; FoRBEs, 1954, Lepidoptera of New York and Neibouring 
States, Part 3, Noctuidae, p. 51; FORSTER & WoHLrAHRT, 1963, Die Schmetterlinge Mit- 


UE & i Tyó to Ga, 30(3, 4): 140-158, 1979 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


it Lig Tyó to Ga Vol. 30, No. 3 & 4, 1980 141 


teleuropas, Band 4, Eulen (Noctuidae), p. 46, Tafel 5; FoRp, 1972, Moth, p. 79; Owapa, 1977, 
Japan Heteroc. J., (94): 560. 

Peridroma porphyrea: (nec DENIS & SCHIFFERMUELLER), ZIMMERMAN, 1958, Insects of Hawaii, Vol. 7, 
Macrolepidoptera, p. 289, Figs. 220, 225, 229, 235; EDELSTEIN & FLETCHER, 1961, in SOUTH, The 
Moth of British Isles, p. 138, pl. 45. 


① 採集 記 録 


六甲 山上 に お ける 筆者 ら の 採集 記録 は , すべ て 同一 地点 (神戸 市 灘 区 六甲 山 町 . 標高 780 m) の 茶 
店 の 燈火 (RGR) に 飛来 し た も の で , FER, ブラ ッ ク ラ イト 等 は 一 切 使用 し て いな い . 当地 は 六 
甲 ケ ー ブ ル 六甲 山上 駅 と 六甲 山 ホ テル の 中 間 に 位 置 し , 六甲 山塊 最高 点 (932 m) か ら 西 に の びる 主 尾 
根 の 最上 部 に あたり , 南面 は 一 気 に 400m を か け 下 る 前 ヶ 辻 谷 で , その 前 方 に は 神戸 市 内 か ら 大阪 浴 
を 一 望 する (Fig. D. 裏側 (北面 ) は , 道路 を は さん で 尾根 上 の 記念 碑 台 遊園 地 を 背負 う . 斜面 は 荒 
れ た 二 次 林 で , 上 部 に 別荘 , 保養 所 が 点 在 す る が 畑地 は 特に 見 当ら な い . 

採集 記録 は , 次 章 で 記載 する 2 つの 型 に 基 い て , 期 型 の 計測 デー タ と 共に table 1 に 示す . EKA 
甲山 上 に お ける 個体 数 の 消長 を 可能 な 限り 表現 する 目的 で , 調査 開始 以来 の 各 月 の 採集 頻度 を 示す と 
table 4 に な る . 六甲 山上 以外 の 採集 記録 は , table 2, 3 に まとめ て 示す . 

本 種 は 静止 し た と き , 細長 い 前 次 を 完全 に 重ね 合わ せる た め , 静止 姿勢 は 特徴 的 な 細長 い 長 方 形 に 
みえ る . 窓辺 に 飛来 し た あと は 概して 不 活発 で , 窓 の 下 に 落ち て いる こと が か 多い . 


SEBS 030.1 m) o 





Fig. 1. The survey point at Mt. Rokkosan (alt. 780 m). Below: viewed from Kobe 
city. 
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Table 1. Records of Peridroma saucia at Mt. Rokkosan, with 
wing-width indices. 
p ーー Male Female 
wing-width index* Remarks wing-width index Remarks 
B A B 
(mm) (mm) B/A a b c (mm) (mm) B/A a b c 
1977.11. 2. 20.9 8.5 0.407 S 
1978. 6.21. 22.9 9.3 0.406 S 
6.24. 20.8 8.4 0.404 S 
7. 1l. 21.5 8.7 0.405 M f 
7. 2. 21.7 9.0 0.415 S 21.4 8.7 0.407 S 
15.8. 21.4 8.7 0.407 M f 24.0 9.6 0.400 S 
20.4 7.9 0.387 M 21.5 8.9 0.414 S 
23.8 9.9 0.416 S f 22.6 8.8 0.389 S 
23.1 9.0 0.390 S f 23.0 9.3 0.404 S f 
21.4 9.0 0.421 S 
20.9 8.2 0.392 S 
ds d 22.6 9.0 0.398 S f 22.5 8.8 0.391 S 
21.0 8.1 0.386 S f 22.9 9.4 0.410 S 
22.2 9.3 0.419 S 
22.2 9.1 0.410 S 
Te T: 23.0 9.6 0.417 S 
21.3 8.6 0.404 S 
7. 8. 21.4 8.2 0.383 M £ 21.4 9.0 0.421 S # 
21.9 8.9 0.406 S i 
1:13: 23.5 9.0 0.383 S f 22.2 8.6 0.387 S f 
21.5 9.1 0.423 S E 19.5 8.0 0.410 S f 
21.9 8.8 0.402 S $ 20.0 8.3 0.415 S É 
21.0 8.5 0.405 S $ 21.0 9.0 0.429 S $ 
7.18. 20.4 8.1 0.397 S 22.3 8.7 0.390 S 
22.2 8.9 0.401 S 
20.0 8.8 0.440 S 
21.0 8.8 0.419 S 
7.30. 19.5 7.8 0.400 S 
8. 6. 20.2 7.9 0.391 M 
8. 7 21.2 8.5 0.401 S 
8.24. 19.4 7.7 0.397 S f 
9. 4. 21.4 8.6 0.402 S 
20.0 8.6 0.430 S f 
9.10. 22.8 9.0 0.395 M f 
9.23. 19.2 7.7 0.401 S f 
11. 1. 20.2 8.7 0.431 S 
11.22. 20.4 8.6 0.422 S f 
1979. 7.24. 20.4 8.6 0.422 S 
Average 21.5 8.6 0.402 21.5 8.8 0.409 
S. D. (+) 1.2 0.5 0.013 1.2 0.4 0.013 
Agrotis ipsilon 
1978. 9. 4. 18.5 Tal 0.384 23.0 8.3 0.361 
9.19. 17.5 7.3 0.417 
10. 1. 21.8 9.0 0.413 
11. 1 21.8 8.7 0.399 
1977.11.20. 20.7 8.0 0.386 
1978.12. 2. 18.3 7.6 0.411 
Average 20.3 8.1 0.398 20.3 7.8 0.389 
S. D. (+) 1.7 0.8 0.014 3.9 0.7 0.040 
Remarks: a: “S” means f. saucia and “M” means f. margaritosa. 2 
b: "f" means very fresh individuals. 
c: “# means specimens, captured and preserved by Dr. M. OcArA, and no marking 
means specimens, by the author. 
*: See fig. 2. 
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(D 形態 上 の 個体 変異 に つい て 


(a 今回 の 採集 個体 に み ら れ た 個体 変異 

XA, VOUS (Fig. 2) で 示し た (Table 1). 開 張 は 雄 で 41.6--2.2 mm, HET 41.9 土 2.6 mm 
で あっ た . 前 次 の 甚 型 に は 変異 が あり , 細長 と な る 型 と 幅広 と な る 型 と が ある が , この 変異 は 連続 す 
る も の と 思わ れ , また 発生 期 , 雌雄 に よっ て , この 変異 が どちら か へ 一 定 の シフ ト を 示す 傾向 も 特に 
認め られ な か っ た (Table 1). 

斑紋 の 基本 的 バタ ー ン に は 差異 は 認め られ な か っ た が , 前 逆 の 色調 か ら 以 下 の 2 型 に 分 け う る こと 
が わか っ た . 

第 エ 型 (saucia H, ZREN): 前 次 が 黒 味 を お び た 赤 紫 視 色 . と くに 前 縁 部 は , 一 様 に や や 赤 味 を 
BO, MENU. JEN b RIC DI CREB RT S. 灰 黄色 鱗 散 布 の 程度 は 個体 に よる 変 
化 が 多い (Fig. 3A, B). これ は 大 和田 の 和泉 山脈 産 の 記載 (大 和田 , 1977) と よく 一 致し , 増井 (1979) 
が 赤色 型 と し た も の で ある . 亜 基線 , 内 横線 , 外 横線 の 現われ 方 に は 変化 が 多い が , これ ら は , 基本 
的 に は 常に 二 重 の 波状 混 線 で あり , 消失 傾 向 に ある と き は 連続 し た 黒点 列 と な る . 後 縁 付近 お よび 前 
縁 の 端 部 で は 多少 と も これ ら が 認め られ る が , 前 縁 部 の 赤 味 を お び た 部 分 で は ほとん と 消 矢 する 場合 
が 多い . 後述 する よう に , これ は f saucia HÜBNER, 1808 に 同定 され る . 

第 II 型 (margaritosa 78, 慕 褐色 型 ): 第 IT 型 に お ける 紫 視 色 或 は 赤色 味 を お び た 部 分 (いわ ゆる 地 
E) が すべ て 灰 黄 福 色 を 呈す る も の で , すでに 増井 (1979) が , 変異 個体 と し て 先 の 型 か ら 明 ら か に 
区 別 し , 黄色 型 と し て 記載 を 与え た も の に 相当 する . この 型 で は 前 緑 部 が 赤 味 を お びる こと と は 全く な 
く , この 部 分 の 色調 は 他 の 部 分 と 違い は な い . 二 重 の 波状 黒 線 よ りな る 亜 基線 , 内 外 横線 は 比較 的 明 
REC, 黒 線 で 囲ま れ た 黄 褐 色 の 環状 紋 が 特に よく 目立つ (Fig 3C, D) COMO RAMOS LS 
の と 判断 され る 個体 (Fig. 3D) も 得 て い る が , 英 褐 色 部 が 黒 化 を 示す の み で , 決し て 第 1 型 に 移行 す 
る こと は な い . また , 飛び 古 し て 鱗粉 が 順次 剣 落し た 個体 で も , 第 1 型 と 第 TT 型 は その まま に 区 別 さ 
hn, 決し て どちら か へ 移行 する こと は な い の で , 重層 する 多種 類 の 鱗粉 (KUHN, 1965) D, た ん な る 
量 比 の 差 に 基く 変異 で は な いこ と が 判る . これ は f. margaritesa HAwoRTH, 1809 に 同定 され る . 

今回 の 材料 を みる 限り , この 2 型 と , KES, 甚 型 の 相互 問 に , みる べき 相関 は 得 ら れ な か っ た が 





Fig. 2. Measurement of wing-width index. The value of wing-width index was 
expressed by B/A. 
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Table 3. Appearance of Peridroma saucia at the two habitats 
(Table 2) in Shikoku district. 








1. 剣山 見 越 (Tokushima) alt. 1,450 m 採集 者 増井 武彦 … 








1977. 8.20. 19 
1978. 7. 8. 46 49 (19 25 M) 
8. 4. 29 (19 が M) 
9. 2. 18 
1979. 6.23. 18 
Total 63 79 (29 23 M) 
2. 松山 市 内 (祝谷 町 ・ 御 幸 町 ) (Ehime) 採集 者 田中 政行 
1979. 2.25. 19 
2.26. 28 19 
3. 3. 18 19 (共に M) 
4.21. l8 
5. 1. 19 
5. 4. 19 (M) 
5. 5. 18 
5.26. 18 (M) 
6. 1. 18 
6.13. 19 (M) 
6.15. 19 
6.25. 19 
6.26. 1e 
6.28. 19 
Total 76 109 (28 39 23 M) 





色調 の 2 型 の 出現 頻度 が , 性 別 お よび 採集 地 と , 片 寄っ た 相関 を 示す 可能 性 は 後述 する . また , WEHE 
差 に つい て は , 触角 の 基 方 部 が や や 太く な る 傾向 が 雄 で 特に 著しい こと (大 和田 , 1977) 以外 に , 多 
く の 様 本 を みれ ば , 雄 の 次 頂 が 少し 失っ て みえ る ( 雌 の 外縁 が や や 円 み を 帯び る ) 傾向 が 認め られ た 
が , 斑紋 か ら は 基本 的 な 差異 は 見 出せ な か っ た . 

(b 変異 と その 同定 

本 樺 の 種 内 変異 と 近似 種 と の 関係 は か な り 混 乱 し て 理解 され て きた と 思わ れる が , Hampson (1903) 
AK, 統合 整理 され , 近年 は Peridroma saucia (HÜBNER, 1808) と いう 名 の も と に , その 実体 は きわ 
め て 変異 に 富む 種 と 理解 さん て いる (HOLLAND, 1922; FORBES, 1954; FORSTER & WOHLFAHRT, 1963; 
FoRD, 1972; 大 和田 , 1977). 

Hampson (1903) の カタ ログ に よる と , ffi, Lycophotia margaritosa HAWORTH と し て 図示 さ 
れ て お り , TOR 1899 年 まで に 記載 され た 11 の 学名 と 共に Noctua saucia HÜBNER 1827 (!) は 異 
名 と し て 整理 され て いる . ff saucia は , Peridroma HÜBNER, 1821 の タイ プ 種 で ある . さら に 
Peridroma に 数 頁 先 立っ て 記載 され た Lycophotia HUBNER, 1821 の タイ プ 種 porphyrea (HAMPSON 
は porphyria と 誤記 , NYE, 1975 に よる ) b, 後に ふれ る よう に 本 種 の 学名 と し て 使用 され る こと が 
ある が これ は 誤用 と され た (大 和田 . 1977). 

HAMPSON は , Peridroma 属 を 認め ず , 本 種 を Lycophotia に 包括 , 所 属さ せ た と 考え られ る が , 
TCC, KO, 学名 の priority の と り 方 お よび 文献 考証 (特に HOBNER の ) に 問題 が 多い こ と は 指 
摘 さ れ て お り QE, 1958), FR, 本 種 を 含む まとまっ た 種 群 に は 一 般 に Peridroma が 慣用 され , 
Lycophotia は 別 の 種 群 に 使わ れ て いる . 種 小 名 に つい て も , 現在 の 考証 (NyE, 1975) で は , "saucia 
HUBNER [1803-1808], margaritosa HAwonTH 1809” と され この 二 者 を 同種 内 の 変異 と 判定 する (後述 ) 
Orb, 種 小 名 に は saucia を と る べき で ある . な お HAMPSON に 先立っ て , LEEcn (1900) は 中 国 中 
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Fig. 3. Peridroma saucia, captured at the point of Mt. Rokkosan. A and B: f. saucia. 
C and D: f. margaritosa. A, C and D: male. B: female. A (1978.9.4., wing- 
width index; 0.430), B (1978.7.13.; 0.387), C (1978.7.1.; 0.405), D (1978.9.10.; 
0.395 blackish type). 


部 お よび 西部 か ら Agrotis saucia HÜBN. と し て 3 頭 を 記録 し て いる が , も し この 実体 $ 本 種 を 指す と 
考え れ ば , 当時 , 種 小 名 と し て saucia が 使わ れ て いた こと と に な る . Hampson 以後 WARREN (1912), 
EDELSTEIN (1939), FORBES (1954), EDELSTEIN & FLETCHER (1961), VALLETTA (1973) は , 本 種 の 型 名 に 
margaritosa を 使用 し , 種 小 名 に は saucia また は porphyrea が 使わ れ て いる . 

さて , Hampson の Lycophotia margaritosa の 記載 は 本 報 文 の 第 UA ( 黄 視 色 型 ) に 一 致す る . 
彼 は 記載 の 末尾 に さら に 2 つの 型 (Ab.1 お よび Ab. 2 saucia) を ご く 人 簡単 に 記載 し て いる が , この 
ab. 2 saucia (X, まさ に 本 報 文 の 第 I 型 BAH) LRT CMS NS. 

原 記載 お よび タイ プ 標 本 を 見 る と と が で き な い の で , ここ と では HAMPSON の 記載 に 従い , 本 種 の 学 
名 を Peridroma saucia (HUBNER, 1808) と し, 記載 し た 変異 を 型 forma) と し て 区 別 し , その 第 I 型 
を 基本 型 f. saucia (HOBNER, 1808) に , 第 II 型 を f. margaritosa (HAwonTH, 1809) に 同定 する . LÀ 
TF, HAMPSON 以後 の 文献 を も と に , この 同定 の 妥当 性 を 確か め つ つ , この 両 型 の 出現 頻度 や , その 
変異 性 に も 触れ る . 

WARREN, 1912 (AEX Rhyacia saucia HBN. と し て 図示 し て いる (本 書 は , モン ヤ ガ 亜 科 の 多く 
を 大 属 Rhyacia に 包括 し て 記述 し て いる が , 現在 は 細分 され , 本 種 に Rhyacia は 使用 され な い ). 
そし て , f. margaritosa と f. saucia を 区 別 し ,『 赤 味 を 帯び る こと と は な く 斑 紋 の は っ きり し て いる も 
の 』 を 前 者 に , 『 し ば し ば 赤 味 を 帯び る も の 』 を 後者 に あて て お り , 上 述 の 筆者 の 同定 と よく 一 致す 
5. こと の ほか に , 黒 福 色 の も の を f majuscula Haw. と し , さら に ab. nigrocosta TUTT と ab. 
ochreacosta TUTT を 図示 し て いる . これ は , 特に 前 縁 部 の 地 色 に 注目 し た 命名 と 推定 され , 筆者 が 
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f. margaritosa DAKR! Libo (Fig. 3D) は , ab. ochreacosta の 図 と よく 一 致す る . し か し , Æ 
者 は saucia と margaritosa の 差 の 方 が 明らか に 明確 か つ 基 本 的 で ある と 考え た の で , 202502. 
を 『 型 』 と し て 区 別 (WARREN に 従う ) L, ab. ochreacosta (3. f. margaritosa の 黒 化 型 と 扱い , = 
れ 以 上 の 細分 , 命名 は 採ら な いで お L. 

Fores (1954) (x, Peridroma saucia と し て , 合衆国 東部 産 の 材料 を 扱っ て いる が , その 一 般 的 特 
徴 に 関す る 記載 は 今回 得 ら れ た 材料 と よく 一 致し , これ に は さら に 型 名 を つけ た 3 型 の 簡単 な 記載 が 
つづ いて いる . この うち f. saucia 3s XO: f. margaritosa は , それ ぞ れ 本 報 の 筆者 の 同定 と よく 一 致 
する . 別 の 一 型 に , f. semifusca (HAMPsON は これ を 独立 種 と し て Lycophotia semifusca BUTLER 1882 
と し て 扱っ た ) に 相当 する も の は , 今回 の 筆者 の 材料 の 中 に は 見 出さ れ な か っ た . な お , 北米 で も こ 
HE 3380 5 t f. saucia が 最も 普通 で ある と の 記述 が あり , 全体 と し て みれ ば , 確か た 日 本 や 台湾 
に お ける 本 型 の 出現 率 と あま り 変 わら な いこ と と が 推定 され た . し か し , 各 産 地 の 各 採集 日 ご ど と に 細か 
くみ れ ば , 台湾 , ネパール , 四国 の 記録 か ら は , f. margaritosa の 出現 頻度 が か な り 高 い 場合 が 認め 
られ , これ が 少な く と も 採集 当時 に お ける 該 地 の 個体 群 の 特長 と みて よい の か , お お い に 検 討 の 余地 
が ある . 

FORSTER & WOHLFAHRT (1963) は , 本 種 を Peridroma saucia と し , きわ め て 変異 に 富む 種 で ある 
EMS, ヨー ロッ ズ パ 南 チロ ル 産 の 雄 2 型 と 雌 を 図示 し て いる . 雄 の 2 型 の 原色 図 に は , 名 が 付 さ れ て 
いな い が , それ ぞ れ 本 報 文 で 示し た f. saucia お よび f. margaritosa と 完全 に 一 致す る . 彼ら が 図示 
し た 雌 は , 後 次 の 次 型 が や や 特異 で ある 点 を 除け ば , f. saucia と よく 一 致す る . 

—Jj, ZIMMERMAN (1958) は ハワイ 諸島 の 本 種 を 扱い , 学名 を Peridroma porphyrea と L, saucia 
お よび margaritosa を すべ て これ の シノ ニム と し て いる . 成虫 の 個体 変異 に は 全く 触れ て いな い が , 
図示 され た 写真 は 強く 白化 傾向 を 示す も の で , 斑紋 パタ ー ン は まさ し く 本 種 の も の な が ら , 一 見 別種 
の 感 を 与え る . 学名 の 問題 は 別 と し て も , も し ハッ イ 諸 島 の 本 種 個体 群 が か すでに 孤立 し て いて (最も 
古い 記録 は MEYRrck, 1899 で , 1870 年 代 の BLACKBURN の 調査 で は 発見 され て いな いと いう . 
ZIMMERMAN による), その 色調 の 変異 に 顕著 な 白化 傾向 を 示す と すれ ば きわ め て 興味 深い . 地 喝 的 に 
比較 的 新 ち し い ハ ソイ 諸島 の 鱗 次 目 で は , 10 種 産 する 蝶 の う ゃ 2 種 の みな が 固有 (ZIMMERMAN に よる 
と Vanessa tameamea は V. indica か ら 派生 し て この 島 で 進化 し た と 考え ん , これ と 共に , 不思議 な 固 
有 種 の ンジ ミ Vaga blackburni を 産 す る ) で ある の に 対し て , KRÆ 158 種 の うち , 何と 130 種 
が 固有 な の で ある . こと に モン ヤ ガ 亜 科 Noctuinae で は 産出 する 3 属 の うち も, Peridroma | C, 7 種 
の うち 本 種 saucia (porphyrea) を 除く 6 種 ま で が , そし て Agrotis 属 で は 27 $$0 5 t, 移動 性 汎 世 
界 種 タマ ナヤ ガ が Agrotis ipsilon (Fig. 5) を 除く 26 種 ま で が 固有 な の で ある (残る 1 属 Heliothis で 
は 3 種 の うち 一 種 が や や 特異 化 の 傾向 を 示す も の の すべ て 新大陸 か ら の 移住 種 と 考え られ る ) . この こ 
と は , 少く と も これ ら 2 BORA CL, 比較 的 短 年 月 の 個体 群 の 隔離 も , 種 分 化 と いう 観点 か ら 決 し 
て 過小 評価 し て は な ら な いこ と と を 強く 示唆 し て いる . 

英国 に お ける 本 種 を 扱っ た SourH の 1961 年 版 (EDELSTEIN & FLETCHER, 1961) で も , 本 種 を , 
Peridroma porphyrea (英名 , Pearly underwing と あり , FORBES や ZIMMERMAN の 記述 か ら も 本 種 
を 指す と 考え を られる) と し , 2 雄 を 図示 し て いる が , ZOS f. margaritosa と され だ も の は まさ し 
SERT f. margaritosa と 同定 し た も の と 一 致す る . 一 方 , HAH (porphyrea) と され た も の は , E 
うみ て も これ まで 述べ て きた f. saucia と は みえ な い . BRAC, この 2 型 が 常に 混 飛 する が , X 
本 型 の 方 が ずっ と 多い と あり , も し この 図 が 実物 を よく 写し た も の と 仮定 すれ ば , 英 本 土 で の , KE 
個体 群 の 個体 変異 の 構成 は , よほど と 特異 と いう こと に な る . と ころ が 一 方 , Sourg の 旧版 (EDELSTEIN, 
1939) に は Peridroma saucia (D と され , さら に 2 雄 と 断っ た 図版 も る また, f. margaritosa と 共に , 
現在 われ われ が f. saucia と し て いる も の が 図示 され , や は り 基 本 型 の 方 が 多い と いう 解説 文 は 全く 
変っ て いな い . 筆者 に と っ て porphyrea の 正体 が 不明 (ZIMMERMAN の 図 も Souta OMS, 筆者 が 
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見 な れ た saucia や margaritosa と は 確か に 違っ て いる ) OL, 改訂 ご と に 種 小 名 と 共に 図版 まで 変 
る この Sourm の 図版 の 扱い に は 困惑 する が , ここ とこ では, porphyrea の 正体 が 明らか に な る まで , f$ 
小 名 と し て は , Forster & WoHrFAHRT (1963) お よび 大 和田 (1977) に 従っ て porphyrea は と bF, 
saucia と し , た だ 次 の 問題 点 を 内 蔵 す る こと を 指摘 し て お きた い . それ は , 後述 する よう に , RAL 
と 完全 に 土着 し て お ら ず 毎年 , 移動 個体 (migrant) の 増殖 に よっ て 個体 数 を 増す と 考え られ て いる 
本 種 は , 英 本 土 内 に あっ て , 年 に よっ て 変異 の 構成 に 変化 を 示す 可能 性 が 考え うる 点 で ある . 前 掲 の 
HAMPSON (1903) の Ab. 2 saucia と いう 変異 の 扱い 方 と 考え あわ せ て , 英国 で は , 年 に よっ て は いわ 
ゆる f. saucia が 最も 少な く な る 場合 が あり うる の か も しれ な い . な お , いずれ に せよ , 個体 群 の 中 
T, f. margaritosa が 常に 少数 構成 員 と な る こと に は 変わ り は な いこ と に な る . 


こうして, 調べ 得 た 限り の 文献 か ら , 増井 (1979) お よび 筆者 が 区 別 し た この 2 型 を , それ ぞ れ 
f. saucia お よび f. margaritosa と 同定 する こと は 妥当 で ある と 判断 され る . また , 本 種 に は , KECK 
定 し て 多 型 が 図示 され て いる 場合 が , 3 例 (EDELSTEIN, 1939; EDELSTEIN & FLETCHER, 1961; FORSTER 
& WOHLFAHRT, 1963) あり , さら に 今回 の 資料 で は , f. margaritosa の 雌 の 採集 例 は 四国 に 限ら れ 
(Table 2, 3; Fig. 4), 筆者 が 現在 まで に 調査 し た すべ て の 例 で f. margaritosa は 常に 雄 に みみ られ た こ 
と か ら , この 変異 の 発現 に は 個体 群 に よっ て 性 差 が 出る 可能 性 か が ある. 

後述 する よう に , 本 種 は 比較 的 近年 わが 国 で も 発生 を 始め た と 考え られ る が , こう し た 分 布 圏 の 辺 
緑 部 に あっ て , 恐らく 孤立 し て いる 可能 性 の 強い 個体 群 で も , 現在 の と ころ 斑紋 パタ ー ン や 色調 の 変 





Fig. 4. Female specimen (A) of Peridroma saucia f. margaritosa, captured at Mt. 
Tsurugisan (alt. 1,450 m), Tokushima pref., on 8th, July, 1978. (B) is a male 
specimen of the same type. They are the same specimens as shown in MASUI 
(1979): figs. 4 & 3. (By the courtesy of Mr. T. Masur). 
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Al, 合衆国 , ヨー ロッ パ の 個体 群 と まず は 同 傾向 を 示す こと が 示唆 され た こと に な る . し か じ , 4 
産地 毎 に 細か くみ れ ば 問題 が 多く , また ハワイ や イギリス の 個体 群 に も 疑問 点 が 指摘 され た . 移動 性 
で 油 世 界 的 分 布 を 示し な が から, その 前 次 の 色調 に 区 別 さ れ う る 変異 を も つ 本 種 が , 今後 , 地理 的 , HE 
PAK, その 変異 に みる べき シフ ト を 示し らち る か お お い に 興 味 が 持た れる . 

(c) 麺 型 の 変異 に つい て 

期 型 の 変異 に つい て は , 当然 個体 の 移動 行動 性 と の 関連 が 考え られ る . た と えば , も し 各個 体 に お 
ける 移動 能力 の 大 小 が , 期 型 の 差異 に 伴っ て 認め られ る の で あれ ば , この 個体 ど と の 移動 能力 に 関す 
る “THe” は 成虫 の 羽化 以前 (すなわち 幼生 期 或 は さら に その 以前 ) に お こっ て いる こと に な る . = 
モタ マナ ヤ ガ の 場合 , 甚 型 変異 の 存在 を 指摘 する に と どまり , 他 の 諸 形 質 と の 相関 を 指摘 し 得 た か っ 
た が , 交 幅 指数 の 大 き な 差異 (Table 1, 0.383-0.440) は , 自然 状態 で 何ら か の 生態 的 意義 を 持っ て いる 
可能 性 を 示唆 する こと が で きる . ちな み に , 本 種 に よく 似 た モン ヤ ガ 亜 科 の タマ ナヤ が ガ Agrotis ipsilon 
も , 多 化 性 , 多 食性 で 個体 群 と し て の 移動 性 を 示す こと が 知ら れ て いる (FoRp, 1972) が , これ に も 
同様 に 前 凌 の 区 型 に よく 似 た 変異 が み ら れ る (Table 1, Fig. 5) こと に 注意 し て お きた い . 

逆 型 の 違い が 実際 に 成虫 の 移動 行動 と 関連 し て いる と 考え られ る デー タ が , WoA ERTA D 





Fig. 5. Two female specimens of Agrotis ipsilon captured at the point of Mt. Rokkosan, 
showing two types in wing-width. A: wide type (1978.9.19.; 0.417). B: narrow 
type (1978.9.4.; 0.361). 
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れ て いる . た と えば , イチ モン ジ セ セリ Parnara guttata Cit, 集団 移動 を 行っ て いる 個体 群 の , 特 
CHCI SED, 単独 で 行動 し て いる 個体 税 の それ より も 少し 長 目 と な っ て いる と いう 観察 が あ 
る (山下 , 1957), この こと は , 比較 的 幼生 期 が 短く , 多 化 性 の 周年 経過 を 示し , か つ , 時 に 集団 で 移 
動 行 動 を 志す こと が 知ら れ て いる これ ら の 種 に あっ て は , すでに 幼生 期 に , 何ら か の 要因 に よっ て , 
これ ら が 成虫 と な っ た 時 の 行動 様式 が 決定 され , その 表現 型 の ひと つと し て 成虫 の 次 型 の 変化 が 現 わ 
れる 場合 が ある こと を 示し て いる *. 

COC, HO, 個体 群 の 行動 性 に 直接 関係 を 持つ 適応 形質 の 発現 と と ら え , これ に 影響 を お 
よ ぼ し 得る , 幼生 期 の 諸 要 因 を , 現在 まで に 実験 的 に 判っ て いる いく つか の 例 に よっ て 挙げ て みる と 
次 の よう で ある . 

1) 生息 密度 : も っ と も よく 知ら れ て いる の は , 個体 群 の 生息 密度 に よる 相 変 異 現象 (Du Ba, 
1971) CHS. た と えば , コオロギ の 一 種 で , 飼育 条件 下 で の 生息 密度 の 高低 に よっ て , 移動 性 の 長 
逆 型 と 非 移動 性 の 短 次 型 の 出現 頻度 に 差異 が 現われ る こと が 判っ て いる (正木 , 1974). eC HAZE 
Cit, 期 型 の みな ら ず , 様々 な 形態 的 , 生理 的 差異 を も 生じ る わけ で ある が , 一 体 , 生息 密度 の 高低 
に よる どん な 生育 条件 の 違い が , いか に し て , これ ら に 影響 ん を およぼし, その 差異 を 生 ぜ し め る の か 
興味 深い (3), 4) も 参照) . 

2) HR: ある 種 の コオロギ で は , 短期 型 と 長 次 型 の 出現 頻度 が 日 長 と 関係 し て いる こと が 証明 さ 
れ て いる . し か る も, 産地 を 異 に する 個体 群 ご と に , この 日 長 変化 に 対す る 反応 性 が 異な り , その 生息 
環境 の 季節 変化 に よく 適応 し て いる こと が 判っ て いる GER, 1974). この こと は , BRA, 環境 の 周 
期 的 季節 変化 に 適応 する た め に , も っ と も consistent な 環境 要因 と し て 日 長 変化 を その 尺度 に 選ぶ 例 
と みる こと が で きる . 同時 に , WORE, 日 長 と いう 環境 要因 が , これ に 対す る 反応 性 と いう 個 
体 の 遺伝 的 素因 に 対し て 作用 する こと に よっ て 果 さ れる こと を 示し て いる わけ で ある . 

3) 食餌 : カイ コ に wrinkled と 呼ば れる 突然 変異 が 知ら れ て お り , これ は ある 種 の シャ ク ガ 科 の 
賊 の 肉 と そっ くり な 僚 小 次 の 形成 を も た ら す (木原 , 土井 良 , 筑紫 , 1977), 一 方 , 食餌 か ら リ ノー ル 
酸 を 除去 し て お く と , これ と そっ くり な 俊 小 次 を 持つ 成虫 が 羽化 する こと が 判っ て お り Gem, 
1970), し か も ゃ これ が 効果 を 示す に は , 5 令 期 の 後半 の み の 除 去 で 充分 な こと も 知ら れ た (Karo, 1978), 
この こと は , 自然 状態 で の 食餌 食物 の 違い や , 同じ 食餌 植物 で も , その 季節 変化 や 摂 食 部 位 の 違い に 
基づく , 食餌 の 化学 組成 上 の 差異 が , きわ め て 顕著 に 由 期 の 甚 成虫 原 基 (Wing imaginal disc) の 発達 
に 影響 と およぼし うる こと を 示し て いる . この 事実 は , 食餌 の 変化 と いう , 多 化 性 昆虫 が 直面 する 著 
し い 環 境 の 季節 変化 が , 直接 形態 上 の 適応 形質 発現 の 調節 要因 と な りう る こと を 意味 し よう . さら に , 
幼虫 集団 に あっ て お こと こり うる , 個体 ど と の 摂 食 部 位 の 差 に 基 い て , た と えば 1) で みた の に 似 た 相 変 
異 が 生じ る 可能 性 か ある こと に も 注意 し た い . 

な お , カイ コ ュ 幼 虫 の 結 糸 実験 に よる と , 3 令 幼 虫 期 に 脳 か ら の 影響 を 遮断 され る と , Wii 
びな いこ と か 判っ て お り (小林 , 1956), 個体 群 の 貴 密 や 日 長 , ある い は 食餌 植物 の 差 と いっ た さま ざ 
まな 環境 要因 は , 脳 ホ シル モン の よう な 体液 的 仲介 物質 を 介し て , 荻 芽 の 形成 や 生長 を は じ め , 様々 な 
形態 的 , 生理 的 形質 の 発現 に 影響 を 及ぼ し て いる 可能 性 が 示唆 され て いる . 

4) 遺伝 因子 : 最後 に , 次 芽 形成 を 通じ て 成虫 に 次 型 の 変化 を も た ら す 要因 と し て , これ ら 環 境 要 
因 を 考え る 以外 に , すでに 一 義 的 に 遺伝 的 に 決め られ て いる 場合 (個体 群 内 の , 各個 の 形質 に 常に あ 
る 範囲 の 多様 性 を 生じ うる よう に 進化 的 に 固定 され て いる 場合 ) を 一 応 考 慮 し て お く 必 要 が ある . 


ニセ タマ ナヤ が ガ の よう な , 多 化 性 多 食性 の 種 が ,。 こう し た , “環境 変化 に 応じ て "シフト し うる 形質 

* 最近 , (sun & Hipaka, 1979) ik, イナ モン ジ セ セリ に お いて , 幼生 期 後 半 を 短 日 条件 下 に 暑く 

こと に より , RETKED, 移動 型 の 外部 形態 を 持つ 成虫 の 羽化 を みる こと を 示し て いる . な お , 
日 長 の みな ら ず , 温度 条件 も 一 定 の 効果 を も た ら す こと も 示さ れ た . 
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を 豊か に 持つ こと は , 本 種 が 高度 の 移動 性 を 持つ と され て いる こと と 考え あわ せる と , 個体 群 の 環境 
適応 能 と いう 観点 か ら 極 め て 興味 深い こと で ある . 

将来 , “ 種 ” を 規定 する 諸 形 質 の 発現 機構 と , これ を 裏付け る 遺伝 的 ワク 組み が 明らか に され , これ 
に も と ずい て , これ ら の シフ ト が , 環境 因子 に いか に 依存 し つつ 発現 され る の か 具体 的 に 明らか に な 
れ ば , われ われ は , “ 種 を 維持 し て いる 機構 " を, より 詳細 , か つ 包 括 的 に と ら え うる よう に な る だ ろ 
5. igh, COPA vicio C, “ 種 の 進化 "に まで 言及 する に は , この 一 定 の シフ ト を 持っ た 形質 発 
現 の し くみ が , 個体 発生 の ひと つの “様式 ” と し て , 遺伝 的 に 固定 され る し くみ ーー すなわち, 種 を 
規定 する 遺伝 的 ワク 組み の “変更” を も た ら す し くみ ーー 一 が 説明 され ね ば な ら な いと こと は いう まで も 
な い . 


am 分 布 と 行動 習性 


(a) 国外 に お ける 分 布 と 移動 行動 

Peridroma 属 は 南米 に 種類 が 多く , 属 の 分 布 中 心 は 新大陸 に あっ て , 恐らく 新 熱帯 に 起源 を 持つ と 
考え られ て いる . この 中 で , ョ ヨー ロッパ か ら 世 界 に まで 分 布 を 拡げ て いる の は 本 種 だ け で ある . 

すでに Hampson, 1903 ix, 本 種 の “産地” と し て 中 南米 諸国 の 外 , カナ リー 諸島 イギリス, 7 
イル ラン ド , ヨー ロッ スズ 北ア メリ カ , アル メニ ア , 小 ア ジア , シリ ア , ペル シヤ , ハワイ 諸島 を 挙 
げ ば て お り , これ に Lecu (1900) が 記録 し た 中 国 中 西部 (た だ し , Hampson は これ を 採用 し て いな 
v) と , 大 和田 が 記録 し た ネパール , 台湾 お よび 日 本 が 加え られ る こと に な る . な お , ザイ ツ の イン 
ド *・ オ ー ス トラ リア 編 (WARREN, 1912) に は 本 種 が 図示 され て いる が , 産地 の 記述 は な い . 

幼虫 は 多 食性 で ある こ と が 古く か ら 知 られ (Hampson, 1903, た と えば イギリス で は , 各種 クロ ー 
バー 類 (マメ 科 ), ギン ギン シ の 仲間 (タデ 科 ), オオ バ ュ (オオ バ コ 科 ) な ど (STOK, 1948) 5 ^ 
ワイ で は キャ ベツ (アブ ラナ 科 ), ジャ ガイ モ , トマ ト , チョ ウ セ ン ア サガ オ 類 , オナ モミ 類 (ナス 
PH, ^75 (キク 科 ), スベ リヒ ュ 類 (スベ リヒ ュ 科 ), オレ ンジ (ミカ ン 科 ), トウ モロ ュ シ , + 
トウ キビ (イネ 科 ) な ど を 食す こと (ZIMMERMAN, 1958) が 知ら れる . SrokoE (1948) に は 幼虫 も 図 
示さ れ て いる . 

本 種 は ト ほ ヨーロッパ , アメ リカ お よび カナ ダ 南 部 で は 普遍 的 に 分 布 し (HorLrLAnp, 1922), 季節 と 共に 
個体 群 の 移動 か み ら れ る と いう (EDELSTEIN, 1939; STOKOE, 1948; EDELSTEIN & FLETCHER, 1961; 
FORSTER & WOHLFAHRT, 1963; Fonp, 1972; Ba, 小林 , 1978). 

イギリス で は 南海 岸谷 い に 定 着 し て いて , 夏期 か ら 秋期 に か け て , 拡散 する 移動 個体 (migrant) の 
侵入 に よっ て 導 次 北方 に 現われ る と され (Ford, 1972, スコ ュ ッ トラ ンド で も る 幼虫 の 多発 例 が 知ら れ て 
いる GR, 小林 , 1978). これ は 日 本 列島 に お ける ウラ ナミ ンジ ミ Lampides boeticus の 場合 (Hii, 
1973 と よく 類似 し て いる . 一 方 , 年 に よっ て は , 定住 者 (resident) が 全く 消滅 し , 新 ら た な ョ ー 
ョ ッ パ 大 陸 か ら の 移動 個体 に も と ずく 増殖 と 拡散 が 起こ る 場合 も 考え られ て いる (STOKO, 1948). 

FORSTER & WOHLFAHRT (1963) は , 本 種 を “WHIRO” LL, ミー ドッ 中 部 で は アル プス 南 蓄 
と ハン ガリ ー に の み 恐 らく 土着 し て いて , 毎年 多数 が 北 へ 移動 し , 5 月 か ら 10 月 まで の 間 に 全 ヨー 
ロッ パ に 広がる と し た . フィ ン ラ ンド 南部 まで 採集 例 が 知ら れる (AALATO, 1972). 時 に は 秋 に 大 発生 
を みる こと も ある が , これ ら の 地方 で は いか な る 発育 ステ ー ジ で も 越冬 は で き な い と 考え られ て いる . 
また , 合衆国 の = ニュ ー ョ ー ク 近郊 で は (Fonsss, 1954), 3 月 か ら 9 月 に 飛翔 が み ら れ , 幼虫 また は さ 
な ぎ 越 冬 で , 北 は ハ ド ッ ン 湾 付近 まで 現われ , 個体 数 も 少な く な く , 時 に 害虫 と も な る . アラ スカ や 
パタ ゴ ニ ア で $ ゃ 成虫 が と れ て お り , 相当 長 距 離 の 移動 を 考え ね ば な ら な い 0R, 小林 , 1978). 

比較 的 よく 目立ち , 欧米 で は 顕著 な 移住 者 と し て も 知ら れ て いる 本 種 が , 必ず し も 調査 が 行き わた 
っ て いる と は いえ な い に せ よ , ザイ ツ の 図示 以外 に イン ド , 東南 アジ ア , オー スト ラリ ア を 含む 東亜 
全域 か ら , 大 和田 (1977) に 至る まで 正確 な 記録 を 欠い て いた わけ で ある . 
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(b わが 国 に お ける 採集 状況 か ら 
わが 国 で は , 現在 の 所 , 本 報 に 示す 1975 年 が 最も 古い 採集 例 と な る . 本 報 と 同じ 六甲 山系 の 摩 地 
山上 ( 当 採 集 地 か ら 直 線 距離 3.2 km, 標高 660 m) に お ける 19621963 年 に か け て の 周年 採集 CY 
ガ 科 は 171 種 を 記録 . 田中 , 1967) で も 本 種 は と れ て いな い . また , 四国 の 各 産 地 で も , 1976 年 よ 
り 以 前 の 頻 向 の 調査 で 全く 採集 きれ て いな いと いう (増井 , 私 信 ). 

1975 年 以後 の 記録 を 通 覧 する と (Table 2, fig. 6) いく つか の 興味 深い 点 に 気がつく . その ひと つ 
it, 青森 の 1 例 桂 を 唯一 の 例外 と し て , 記録 は 近畿 , 中 国 , 四国 に 集中 し , 採集 者 は 決し て 少な く な い 
関東 を 中 心 と する 広大 な 地域 お よび 九州 か ら は 現在 の と ころ 全く 記録 が な いこ と で ある . さら に , c 
の 西日本 の 採集 地点 も , 紀伊 半島 と 四国 を 東西 に 結ぶ 線 を その まま 北 へ 引き 上 げた 範囲 の 中 に スッ ポ 
リ と お さま り , さら に 細か くみ る と , 室戸 岬 と 共に , ERAN Db ABE CSN ICH RAO 
低 山地 で 記録 地点 を 結ぶ こと が で きる . その 一 方 , 剣山 見 越 峠 や 比良 山 の よ うな 内 陸 の 山地 帯 で も 採 
集 さ れ , 1979 年 の 記録 (例え ば , 兵庫 県 関 宮 町 や 山口 県 玖珂 郡 ) は , さら に 奥地 に 侵 透 し た 感 か 深い . 
(な お , 青森 で の 採集 例 は 一 見 突飛 に みえ る が , 南方 系 の 迷 蝶 の 津軽 地方 で の 採集 例 は 必ず し ゃ 少な 
く ない 点 は 指摘 し て お きた い . HR, 1968; 日 浦 , 1973) .*** 

さて , これ ら の 採集 記録 を まとめ て みる と (Table 2, fig. 6), これ まで わが 国 で 知ら れる 多く の 偶 
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Fig. 6. Plotting of the records of Peridroma saucia in Japan. 


** 同一 採集 者 に よっ て 一 年 越し 2 頭目 の 本 種 が 再び 青森 市 内 で 採集 され た . (1097.9.3. 18, f. 
margaritosa, 青森 市 松 福 , 葛西 充 採集 ) 前 回 の 採集 地点 か ら 8km 離れ た 市 街 地 中 心 部 の アパ 
ー ト 2 階 で , MOKLALRKLAVBM. 新鮮 な 個体 で あっ た 由 . 速報 頂い た 葛西 氏 に 感謝 
する . 

xk 本 文 投稿 後 , 岐阜 県 下 で 本 種 の 採集 例 が ある こと を 知っ た (田部 達也 , 1979, MMH, (103): 
36), 西日本 か ら 東 へ も ゆっ くり 拡がっ て いる こと を 思わ せる . s, 図 6 に は , この 記録 の 
プロ ッ ト も 加え た . 
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産 鱗粉 目 の 採集 例 ( 杉 , 1960, 福田 , 1971, 日 浦 , 1973) と 比較 し て か な り 特 異 で ある . それ は , 一 
言 で いえ ば 『 す で に 3 年 に わた っ て 採集 例 が あり , 採集 個体 数 も 決し て 少な く な い に も か か わら ず , 
その 産地 が , 近畿 , 四国, 中 国 に 集中 し , その 拡散 は 意外 に 鈍重 に みえ る 』 こ と で ある . 

以下 , 採集 状況 を さら に くわ し くみ な が ら , まず わが 国 の 発見 地 に お ける 発生 状況 の 概括 を 試み , 
さら に 渡来 経路 と 移動 分 散 の 問題 に も ゃ 触れ て お こう . 

神戸 市 六甲 山上 に お ける 筆者 の 調査 で , 1977 年 は , 夏期 か ら 秋期 に か け て 全く 採集 され な か っ た . 
1978 年 と 比較 すれ ば (Table 4), この 年 は 個体 数 は 決し て 多く な か っ た と 考え て よい だ ろう . この 年 
唯一 の 本 種 が 採集 され た 1977 年 11 月 2 日 夜 は , 虫 屋 が し ば し ば 経験 する “昆虫 の 活動 の 特に 著しい 
秋 の 一 日 ” T, 多数 の キト ガリ キリ ガ に 混 じ て , ヒマ ラ ヤ ハ ガ タ ョ トウ , アオ バハ ガタ ヨ ト ウ , ハン 
ノ キ リ ガ な ども ゃ 飛来 し て いた . この 1 雌 は , 比較 的 新鮮 な 個体 で あっ た . 

Table 4. The ratio of the number of days on which Peridroma 


saucia was taken to that of the total survey days on Mt. 
Rokkosan. 


‘Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 W 1 12 Toa 

















1977 ー 一 一 904 02 0A oA 2 0/1 um 

1978 — 0/1 0/3 0/7 0/1 2/5 9/10 3/8 3/12 0/5 2/5 0/3 19/60 

2) (38) (3) (4) (2) (49) 

1979 01 一 M2 0A 1/4 
(1) 上 $ ee dade (1) ee 





( ): Number of specimens captured in the month (or year). 


1978 年 は , 厳冬 期 と , 4 月 中 旬 か ら 3 月 中 旬 ま で を 除き 連続 的 に 調査 し た が , 本 種 は 6 月 21 日 に , 
最初 の 新鮮 な 個体 が 採れ , 7 月 上 旬 が 最盛 期 と な り , 中 人 旬 以降 汚損 個体 が 目立つ と 共に 個体 数 を 急速 
に 減じ た . 最盛 期 に は , 飛来 し た 峨 類 の うち 本 種 か も っ と も 個体 数 が 多い 夜 も あっ た . この あと も 12 
月 初旬 まで , 極め て 新鮮 な 個体 が 点々 と 採集 され , さら に 11 月 1 日 採集 の 1 雄 は , 次 が 完全 に 伸び 
切っ て いな い 軽 度 の 奇 型 個 体 で , 飛翔 能力 は 著しく 劣る と 考え られ た . これ ら の 状況 は , 当地 の ご く 
近傍 に 発生 地 が あり , その 附近 で の 発生 サイ タク ル が か な り 持 続 し た 可能 性 を 示唆 する . 六甲 山 以外 で 
も , 同一 地点 で 2 年 以上 に わた っ て の 採集 例 が あり (剣山 見 越 , 倉敷 市 児島 赤崎 ), 他 に も , 連続 し て 
くり 返し 発見 され て いる 産地 が 知ら れる (松山 市 内 ). この こと は , 発生 し た 個体 群 の 少な く と も 一 部 
は , その 付近 で , 一 時 的 に も せよ 世代 を くり 返す 場合 が ある こと を 示唆 する . 

一 方 , 筆者 は , 採集 行 の 途 次 立ち 寄っ た 六甲 山上 部 や 山麓 の 各地 で は 本 種 を 全く 採集 し て いな い 
し , 六甲山 以外 で も 採集 し て いな い . また , 記録 を 寄せ て 頂い た 諸氏 も , こと で 記録 し た も の 以外 に 
は 採集 し て いな い . すなわち , 本 種 は 広く 侵 透 し て いる と は いえ , その 増殖 地 は 必ず し も 普遍 的 で は 
な いと いう こと か も し れ な い . し か し , 六甲 山上 の 採集 定点 に は , 特に 畑地 や 原野 が ある わけ で は な 
く , 一 見 平凡 な 山地 で あり , また 現在 の と ころ , 各 産地 問 に も , 人 手 が 加わ っ た 低 山地 か ら 山 地 に 多 
いと いう 他 に 特に 共通 項 を 見 出せ な い . 

SC, こう し た 採集 状況 まとめ る と , 本 種 は , 『 や や 局 地 的 で , 発見 地 が 限定 され る 傾向 』 が 指 
摘 で きる . 

Cii, わが 国 で 今 久 て いる 個体 群 は , 一 体 ど こ か ら ど うら や っ て や っ て 来 た も の だ ろう? ti, BA 
国 で 知ら れる 顕著 な 移動 性 は 示さ な い の だ ろう か ? “渡来 経路 ” に つい て は , 人 為 的 移入 の 可能 性 と 
移動 性 に も ゃ と ずく 自然 の 分 布 拡大 の 可能 性 が 同時 に 考え られ る . 前 者 に つい て は , すでに 北米 か ら 輪 
入 さ れる レタ ス (キク 科 ) な ど に 本 種 の 幼虫 が 発見 され て いる と いう 報告 (石川 , 1979) が あり fig. 6 
を , 大 阪 周辺 で 逸 出し た 個体 の , 時 を 追っ て の ゆっ くり と し た 増殖 と 分 散 の 結果 と 解釈 する こと も 可 
能 で ある . 
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一 方 , 後者 の 考え に 立て ば , fig.6 に みる , 西日本 南岸 沿い か ら 北 へ と 山地 , 低 山地 を 結ぶ 和 帯状 の 
分 布 像 は , あたかも 遠く な い 過 去 に , ARO “集団 移動 個体 群 " が , 高度 数 百 メ ー ト ル の 比較 的 高空 
UR, 小林 , 1978 VAL) に 中 心 密度 を 保ち な が ら , 西日本 を 南 か ら 北 へ と 通過 し , ここ か ら 点 々 と 
こ ほ れ 沙 ち た 個体 の 増殖 を 意味 する と 考え る こと が で きる . 欧米 で み ら れ る 本 種 の 移動 の 実態 か ら 判 
断 す れ ば , 出発 地 は 確定 で き な い が , 日 本 列島 を 横断 する 帯状 の 長 距 離 集団 飛行 を 仮定 する こと は 決 
し て 無理 で は な い . そし て , 個体 数 の 少な い 間 は , 本 種 の 分 散 範囲 も 著しく 小さ いと 考え れ ば , 現在 
の 採集 状況 と も 決し て 矛盾 し な い の で ある . 東北 地方 日 本 海 側 に お ける , アワ ョ トウ Mythimna 
separata の 突発 的 発生 が , 中 国 大 陸 か ら 群 飛 個体 群 の 飛来 に ちと ずく と 解析 され て いる (OKU & 
KoBAYASHI, 1974) が , この 発見 地 の プ ロッ ト と ゃ 一 脈 通ずる 所 が 認め られ る . 

1978 年 7 月 上 旬 に は , 西日本 各地 で 多数 の 発生 が み ら れ た 可能 性 が 強く , この 時 期 の 採集 例 は , A 
甲山 上 に と ど ま ら ず , 四国 , 中 国 , 近畿 全域 に 及 ん で いる . EKRE, 夜間 に 行わ れる 峨 の 集団 移 
動 個 体 群 の 一 部 を 誘引 する 機会 決し て 小さ く な いと 考え れ ば , 飛来 源 は 別 問題 と し て , この 中 に 移 
動 中 の 個体 の 採集 例 が 含ま れる 可能 性 は 充分 考慮 し て よい . た と えば , 岡山 県 に お ける た だ 2 例 の 採 
集 例 は 共に 7 月 8 日 で ある こと か ら , この ころ , 移動 個体 の 流れ が 西日本 を お お っ て いた と 考え る こ 
と も で きる . (勿論 , 1978 年 以前 の 採集 例 に , 同様 の 可能 性 を 考え る 余地 も 残さ れ て いる ) . 

し か し な が ら , 九州 や 関東 で 採集 され て いな い 事 実 を ふま え , DO, 本 種 に 発見 地 の 局 地 性 を も 認 
め る と な る と , この 移動 個体 群 の 発生 条件 や 形状 (移動 の 集団 性 や 方 向 性 ) に つい て は 未 検討 の 問題 
が 多く , 本 種 の わが 国 に お ける 発生 と 分 散 の 実態 の 把握 に は まだ ほど 遠い . な お , 本 種 の 渡来 経路 の 
uui, 生息 環境 と の 関連 か ら (c) の 1) で も う 一 度 あ ふれ る. 

最後 に , 本 種 の 越冬 の 問題 に 触れ て お きた い . 茨木 市 車 作 お よび 六甲 山系 舟 板 に お ける 採集 例 は 冬 
期 で ある 点 で 注目 され る . 舟 坂 の 記録 は .。 か な り 飛 び 古 し た 個体 で 午後 6 時 頃 , 気温 6C で 糖蜜 に 飛 
米 し た 由 (河上 , 私 信 ) T, 1978479 は か な り の 暖冬 で あっ た と は いえ , 近畿 地方 の 低 山地 で 本 種 が 
冬期 に 成虫 で 生存 し , また この 条件 下 で は 成虫 の 活動 が みみ られ る こと を 意味 し て いる . 一 方 , Bk 
に 来 た 茨木 市 の 記録 は きわ め て 新鮮 な 個体 で あり , 羽化 後 ま も な いよ うな 印象 を 受け た と の こと (K 
F, 私 信 ) で あっ た . 当日 , すでに 早春 に 発生 する Orthosia 属 は 出 は じ め て いた と いう . また , 松 
山 市 内 に お ける 今年 の 採集 状況 は , 冬期 の みな ら ず , 同一 地点 で 春 か ら 夏 に か け て 連続 的 に 採集 され 
る こと を 示し て いる . 冬 に 発見 され る 成虫 が , いつ どこ か ら 来 た も の か , そし て どん な 運命 を た どる 
の か は , 耐寒 能 , 休眠 性 の 有無 な ど , 本 種 の 生活 環 の 究明 上 重要 な 問題 で ある . 

欧米 で は 幼虫 また は さなぎ 越冬 と され , 本 種 の 生存 , 定着 の 制限 要因 の ひと つ に 越冬 (耐寒 ) BE 
が 考え られ て いる 08, 小林 , 1978) が , この 点 に 関し て は , 冬期 の 環境 条件 の 欧米 と の 正しい 比較 
や , 気 師 の 長期 的 変動 の 検討 と あわ せ て , わが 国 の 個体 群 ま た は 東洋 の 個体 群 と , 他 の 地方 の 個体 群 
と の 問 に , 生理 , 生態 的 に 異な る 点 が な いか どう か 充分 検討 の 必要 が ある . 

(c) 今後 の 問題 点 

EF, ここ まで の 議論 で 触れ られ な か っ た いく つか の 問題 に 触れ て お きた い . 

1) 生息 環境 と 渡来 シー ト の 問題. 

本 種 の 採集 地 を 一 覧 する と , 人 手 の 加わ っ た 低 山 地 か ら 山 地 に 多い と いう 印象 が 強く , 外国 文献 か 
ら の 『 畑 地 の 賊 』 と いら 既製 概念 に は 合致 し な い が , 『 人 為 的 に 破壊 され た 地域 の 峨 』 と いう 点 で は 変 
り が な い . 原 植生 の 破壊 に 伴う , いわ ゆる オー プン ラン ド や 荒地 の 拡大 と , 蝶 の 分 布 像 の 変遷 と の 関 
係 は , すでに 日 浦 (973) に よっ て 強調 され て いる . 開発 や 化学 農薬 (例え ば 除草 剤 ) の 大 量 使用 と 
いっ た 人 類 の 自然 に 対す る 営 為 が , 日 本 を 含む 東亜 一 帯 に 近年 と くに 著しい こと と , 近年 の , この 地 
域 へ の 本 種 の あら た な 分 布 拡大 を 結び つけ て 考え る こと に は 魅力 が か あり, わが 国 の 記録 に 先立つ 台湾 
や ネ ペ パール で の 採集 を 重視 する な ら , 少く と も その 時 点 で は , すでに 東洋 熱帯 に は 本 種 の 発生 が 始ま 
っ て お り , その 後 の 勢 力 拡大 に 伴っ て わが 国 に まで 分 布 拡大 し た と いら ルー ト が 浮か び 上 が る . この 
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検証 に は , 中 国 も 含む 東亜 一 帯 に お ける 近年 の 本 種 の 分 布 動 態 の くわ し い 把 握 が 何より 必要 と な る . 
先 に ふれ た 本 種 の 人 為 的 移入 個体 の 定着 の 可能 性 に つい て も , 農作物 等 の 貿易 の 実情 や , 本 種 の 定 
着 条件 の 検討 , 発生 や 移動 の 実態 の 解明 に 基 ず いて , 説得 力 の ある 解答 に 近 ず く こ と か 必要 で あろ うら. 

2) 食餌 の 問題 . 

本 種 は , 幼虫 が 多 食性 で あり な が ら 移 動 性 を 有する と いら うら こと は , 個体 群 ま た は 個体 ど と に 食餌 が 
異な る 場合 生じ うる こと を 示唆 する . 形質 発現 の 重要 な 調節 要因 と し て , 幼虫 期 の 食餌 の 差 が 働く 
可能 性 が ある こと は すでに 指摘 し た . 現在 わが 国 で 得 ら れ て いる 個体 群 は , 自然 状態 で 一 体 何 を 食 草 
と し て いる の だ ろう か . 周年 , 成虫 が か み ら れ る も の の , 各地 で 毎年 7 月 初旬 が 多発 期 と な る 場合 が 多 
い が , この 時 期 , 顕著 な 成虫 羽化 を 可能 と する 食餌 環境 の ある こと を 意味 する の だ ろう か . そし て , 
個体 群 ご と の 食餌 の 違い に 伴っ て , 種 と し て の 諸 形 質 (行動 性 も 含む ) の 発現 に も 対応 し た シン フト が 
み ら れ る の か は 知り た い 所 で ある . 同時 に, 欧米 で 知ら れ て いる よう な , 栽培 野菜 の 害虫 と な っ て 発 
生 の バー スト が お こる チャ ンス が どの 程度 ある の か も 注目 され る . 

成虫 の 摂 食 行 動 に 関し て は , 糖蜜 へ の 飛来 の 他 , LH, 花 (Senecio maritimum) に 集まる 例 が 報告 
され (VALLETTA, 1973), わが 国 で も , 松山 市 で 田中 政行 氏 に よっ て 桜の 花 に 来る こと が 鈴 察 され た 
(増井 , 私 信 ). 成虫 の 行動 習性 に 特に 興味 の 持た れる 本 種 に あっ て は , 交尾 能力 , TORR, 産卵 活動 
な ど を 含む 生殖 行動 や 移動 行動 の 発現 へ の 成虫 食餌 の 関わ あり は きわ め て 重要 で ある が , 今後 の 問題 で 
ある . 

3) 採集 個体 数 の 消長 を めぐ っ て . 

今回 の 周年 観察 で は , 採集 個体 数 か ら み る 限り , 7 月 中 旬 以 降 急 速 な 減少 が み ら れ た . 7 月 以降 の 
発生 個体 の 大 部 分 は 燃 火 た 集まら ちな か っ た 可能 人 性 を 除け ば , まず 第 一 に , 多く の 個体 が 移動 し 去っ た 
可能 性 を 考え ね ば な ら な い . 

一 方 , みか け 通 り , 夏期 以降 発生 個体 数 が 衰微 し た の で あれ ば , 当地 に お ける 発生 条件 , た と えば , 
食 館 の 質 や 量 , 天敵 と の 特殊 な 関係 , 気象 や 微 気候 的 条件 な どの 環境 条件 や , 個体 群 の 爆発 的 増幅 を 
ゆる さ な い 遺伝 機構 の 存在 , さら に は 外部 か ら の 侵入 個体 の 補給 が 7 月 過ぎ に は 低下 する 場合 な と に 
衰微 の 理由 を 求め ね ば な ら な い . 各 産 地 に お ける 今後 の 動向 に 興味 が 持た れる ゆえ ん で ある ・. 

た だ , われ われ は , 採集 , 調査 の 根拠 と し て いる 燃 火 や 糖 守 へ の 走 性 が , それ ぞ れ どん な 条件 で い 
か に 発現 され , それ が 他 の 行動 様式 と いか に 関連 し て いる か , まだ よく 知っ て は いな い . た と えば , 
table 1, 2 を 通 覧 すれ ば , 夏期 の 最盛 期 以 外 で は , 燈火 で 採集 され る の は 明らか に 雌 が 多く , 一 方 , 
AD HERE CLHE しか 採集 さき れ て いな い . 今後 ケー ス を 増やし て も な お これ が 有意 で あれ ば , TOM 
味 す る 所 は 興味 深い が , 今 こ れ を 説明 する 手がかり は 持っ て いな い . 

4) 移動 習性 と 適応 能 一 一 種 分 化 の し くみ を 考え る . 

ここ まで 述べ て きた わが 国 に お ける 知見 を 総括 する と, 本 種 は , 個体 変異 の 幅 が 大 きく , 多 化 性 で 
特定 の 休止 期 を 持た ず , 食餌 選択 な どの 環境 適応 能 に ゆとり が ある よう に みえ る . いわ ば 本 種 は , 
『 常 に 多様 な る 環境 へ の 自由 度 の 高い 放浪 者 』 と し て 種 が 成り 立っ て いる と いえ そう で ある . 

と ころ で , 地 史 的 に 比較 的 新 ら しく, 蝶 類 に は ご くわ ず か の 固有 種 し か み ら れ な い ハ ッ ウイ 諸 島 に お 
ける Peridroma 属 や Agrotis BORK, PUES OIL, Ófe4SXHeXqu-canbouyo WB | 
先 種 S" の も っ て いた , 種 分 化 へ の ポテ ン シ ャ ル の すさ まじ い 大 き さ を 示し て いる か の よう に みえ 
る . この 場合 の 祖先 種 が どの よう な 人 性質 を も っ た 種 で あっ た の か , そし て , 現在 の Peridroma saucia 
や Agrotis ipsilon (共に 唯一 の 非 endemic の 種 と し て ハワイ に 産 す る ) と どの よう な 関連 を 持つ の で 
あろ うら か . た と えば , ニセ モタ マナ ヤ ガ に し て も , ハワイ で 特異 的 に 百 化 の 傾向 を 示し て いる と する と , 
本 種 で も 隔離 が 成立 すれ ば すみ や か な 分 化 が 起こ る 可能 性 を 示し て いる の か も し れ な い . 本 種 は 変異 
性 に 富 セ に も か か わら ず , 地域 的 分 化 が 顕著 で な いよ うに みえ る が , これ は た ん に 移動 性 の 発達 の 結 
果 と し て 隔離 が 生じ る 機会 が 少 い こと に よる と 考え ん る こと が で きる . Peridroma 属 や Agrotis ET 
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は , 一 方 で は な は だ し い 適 応 放散 に よる 多く の 固有 種 を 生じ て いる の に 対し , 他方 で は 移動 性 の 発達 
に 伴う 単 一 種 (ニセ タマ ナヤ ガ と タマ ナヤ ガ ) の 極端 な 分 布 拡大 が 起こ っ て いる . この 差異 を 生じ た 
原因 を さぐっ て いく こと は , 環境 へ の 適応 性 と 種 分 化 の 関係 を 考え て いく 上 で , 極め て 重要 な 問題 を 
提供 する よう に 思わ れる . l 
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Synopsis 


Records of a migratory and nearly cosmopolitan species, Peridroma saucia (HUBNER), had been 
lacking from eastern Asia including Japan until recent years (OWADA, 1977). However, several indi- 
viduals have been captured in the south-western region of Japan since 1975. "Through a continuous 
survey of moths converged to light, since July, 1977, at the ridge (alt. 780 m) of Mt. Rokkosan, Dr. M. 
OGATA and the author captured 51 individuals. Based upon these specimens and the published litera- 
tures, following problems were studied and discussed. 

l. The specimens can be divided into two forms based on the coloration of forewing. One is 
dark reddish black type, which is identified as f. saucia HÜBNER, and another is yellowish brown type, 
identified as f. margaritosa HAWORTH. | 

2. Variations in the wing shape were quantitatively expressed as wing-width index, and notes on 
the factors regulating wing shape in insects were given. 

3. From the literatures and the present records, problems on migratorial (dispersal) and be- 
havioral habits of P. saucia were summarized. 

4. In conclusion, it has been postulated that the species is a versatile wanderer to open environ- 
ments, which is mainly created by human activities. Furthermore, the presence of different types of 
adaptation in Peridroma is suggested; namely, the remarkable adaptive divergence in such the isolated 
islands as Hawaii, and the extreme extension of distribution by a single migratory species as represented 
by P. saucia. 
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